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は
じ
め
に

　
一
、
作
品
概
要

一
―
一
、
表
紙
・
題
字

一
―
二
、
各
図
の
分
析

一
―
三
、
後
跋

　
二
、「
聊
以
寓
意
」
の
典
拠
と
し
て
の
「
宝
絵
堂
記
」

　
三
、
画
題
に
込
め
ら
れ
た
意
図

　
　
　
お
わ
り
に

は
じ
め
に

江
戸
時
代
後
期
に
活
動
し
た
豊
後
岡
藩
の
画
家
・
田た

能の

村む
ら

竹ち
く

田で
ん

（
一
七
七
七
―
一
八

三
五
）
に
と
っ
て
、
晩
年
に
あ
た
る
天
保
年
間
（
一
八
三
一
―
一
八
四
四
）
初
期
は
、
そ

の
交
流
関
係
を
軸
と
し
て
作
品
の
制
作
が
活
発
に
展
開
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
こ
う

し
た
中
に
は
、
竹
田
の
主
た
る
活
動
地
域
で
、
多
く
の
友
人
が
在
住
し
た
京
都
・
大

坂
の
み
な
ら
ず
、
豊
前
中
津
や
萩
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
方
の
人
士
も
数
多
く
含
ま

田
能
村
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田
筆
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景
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　伝

れ
る
［
註
1
］。

こ
う
し
た
中
で
、
備
後
尾
道
の
人
々
と
の
交
流
も
、
注
目
に
値
す
る
。
山
陽
道
の

要
所
に
位
置
し
、
物
流
の
結
節
点
と
し
て
大
い
に
繁
栄
し
た
商
業
都
市
・
尾
道
は
、

竹
田
の
郷
里
で
あ
る
竹た

け

田た

と
、
京
坂
地
域
の
中
間
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
竹

田
が
旅
の
途
中
で
滞
在
す
る
地
で
あ
り
、
か
の
地
の
名
士
や
文
人
墨
客
と
の
交
流
は
、

そ
の
人
生
に
と
っ
て
少
な
か
ら
ぬ
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
［
註
2
］。

本
稿
で
は
、
竹
田
と
尾
道
の
人
士
と
の
交
流
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
「
聊
以
寓
意

帖
」
と
題
さ
れ
る
作
品
を
取
り
上
げ
、
そ
の
成
立
背
景
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で

あ
る
。一

、
作
品
概
要

近
年
当
館
に
収
蔵
さ
れ
た
「
聊
以
寓
意
帖
」（
以
下
、「
本
作
」）
は
、
竹
田
が
も
の

し
た
画
帖
の
代
表
作
例
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
以
前
よ
り
絵
画
全
集
や
展
覧
会
図
録
の

解
説
な
ど
で
言
及
さ
れ
て
き
た
［
註
3
］。
以
下
で
は
、
本
作
の
基
本
的
な
概
要
を
確

認
し
て
い
く
。
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図 1　聊以寓意帖 表紙　田能村竹田
江戸時代　出光美術館

図 2　聊以寓意帖 題字

凝
翠
図
」
中
に
「
吾
本
儒
生
、
以
藝
適
情
」
と
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
詩
を

典
拠
と
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
さ
ら
に
こ
の
詩
の
出
典
は
、
明
時
代
末
期
に

活
動
し
た
文
人
・
張
泰
階
（
一
五
八
八
頃
―
？
）
の
著
作
『
宝
絵
録
』
巻
九
に
掲
載
さ

れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
［
註
5
］。

『
宝
絵
録
』
は
、
張
泰
階
が
収
蔵
す
る
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
さ
れ
る
も
の
の
著

録
だ
が
、
同
書
所
載
の
作
品
は
す
べ
て
著
者
に
よ
る
偽
作
と
考
え
ら
れ
る
［
註
6
］。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
詩
も
柯
九
思
の
真
作
と
は
認
め
が
た
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
以

一
―
一

　表
紙
・
題
字

本
作
は
画
帖
の
形
式
を
な
し
、
牡
丹
文
の
緞
子
表
紙
の
左
側
に
、
竹
田
自
身
の
筆

に
よ
る
外
題
「
聊
以
寓
意

　
同
自
箋
／
題
」
が
貼
ら
れ
る
［
図
1
］。

続
い
て
頁
を
繰
る
と
、
京
都
の
医
者
・
小
石
元
瑞
（
名
は
龍
、
号
は
檉て

い

園え
ん

、
一
七
八

四
―
一
八
四
九
）
に
よ
る
「
以
萟
適
／
情

　
摘
柯
丹
邱
語
／
檉
老
人
龍
」
の
題
字
が
、

紙
本
に
見
開
き
で
書
か
れ
る
［
図
2
］。
題
の
「
以
萟
（
藝
）
適
情
」
と
は
、
款
記
に

「
柯
丹
邱
の
語
を
摘
す
」
と
あ
る
こ
と
よ
り
、
元
時
代
の
書
画
家
・
柯
九
思
（
字
は
敬

仲
、
号
は
丹
丘
生
、
一
二
九
〇
―
一
三
四
三
あ
る
い
は
一
二
九
八
―
一
三
五
一
［
註
4
］）
の
語

か
ら
の
引
用
と
さ
れ
る
。
こ
の
語
に
つ
い
て
は
、
光
緒
三
十
四
年
（
一
九
〇
八
）
刊

行
の
柯
九
思
の
詩
文
集
『
丹
邱
生
集
』
巻
一
に
掲
載
さ
れ
る
題
画
詩
「
李
咸
熙
秋
嵐
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の
点
を
打
ち
、
厳
冬
を
経
て
が
さ
つ
い
た
梅
樹
の
質
感
と
、
そ
の
中
に
込
め
ら
れ
た

生
命
力
を
表
現
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
梅
の
花
は
、
面
相
筆
で
引
い
た
細
勁

な
墨
線
で
花
弁
の
輪
郭
を
取
り
、
花
の
中
央
に
緑
と
白
の
絵
具
で
蕊し

べ

を
描
く
。
さ
ら

に
花
弁
の
根
元
や
花
芽
に
は
赤
い
絵
具
の
点
を
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
打
つ
。

第
二
図
［
図
4
］
は
、
水
中
の
蟹
の
群
れ
を
描
く
。
十
二
匹
の
蟹
は
、
体
躯
と
脚

の
付
け
根
は
水
気
を
多
く
含
ま
せ
た
墨
、
脚
先
と
ハ
サ
ミ
は
茶
系
の
絵
具
で
、
輪
郭

を
排
し
た
没
骨
で
描
か
れ
る
。
背
景
に
は
水
中
の
藻
と
思
し
き
表
現
が
、
藍
の
絵
具

で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。

第
三
図
［
図
5
］
は
、
無
背
景
に
桑
の
葉
を
食
む
蚕
が
描
か
れ
る
。
桑
の
葉
は
く

す
ん
だ
緑
と
墨
の
没
骨
で
あ
ら
わ
さ
れ
、
二
顆
の
桑
の
実
が
、
桃
色
と
紫
の
絵
具
を

用
い
て
描
か
れ
る
。
二
匹
の
蚕
は
、
渇
筆
の
墨
を
主
体
に
描
か
れ
、
脚
部
と
口
部
に

赤
い
絵
具
が
打
た
れ
る
。
蚕
の
顔
に
は
、
墨
点
で
眼
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

眉
ま
で
引
か
れ
、
擬
人
化
さ
れ
た
コ
ミ
カ
ル
な
印
象
す
ら
覚
え
さ
せ
る
。

図 3　聊以寓意帖 第一図

図 5　聊以寓意帖 第三図

上
の
こ
と
か
ら
、
元
瑞
が
こ
の
題
字
を
書
く
に
あ
た
っ
て
参
照
し
た
の
が
、『
宝
絵

録
』
で
あ
る
こ
と
に
誤
り
は
無
い
。

一
―
二

　各
図
の
分
析

元
瑞
の
題
字
に
続
い
て
、
絹
本
に
描
か
れ
た
十
図
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
第
一
図

が
白
梅
、
第
二
図
が
蟹
、
第
三
図
が
桑
に
蚕
、
第
四
図
が
虎ゆ

き
の
し
た

耳
草
に
蜻と

ん
ぼ蛉

、
第
五
図

が
敗
荷
に
翡か

わ

翠せ
み

、
第
六
図
が
鶏
に
萱か

ん

草ぞ
う

、
第
七
図
が
雁
、
第
八
図
が
若
竹
に
蟷か

ま

螂き
り

、

第
九
図
が
菊
に
石
、
第
十
図
が
蘭
に
石
と
な
っ
て
い
る
［
図
3
～
12
］。
図
の
い
ず
れ

に
も
賛
や
題
語
は
な
く
、
竹
田
の
印
で
あ
る
「
憲
印
」
白
文
聯
珠
印
の
み
が
画
中
に

捺
さ
れ
る
。
以
下
で
は
各
図
の
図
様
と
表
現
を
詳
細
に
見
て
い
き
た
い
。

第
一
図
［
図
3
］
は
、
無
背
景
に
画
面
右
下
よ
り
左
上
へ
と
延
び
る
白
梅
を
描
く
。

梅
の
枝
は
ま
ず
、
赤
も
し
く
は
緑
の
絵
具
で
モ
デ
リ
ン
グ
し
た
後
、
淡
墨
と
渇
筆
を

主
体
に
擦
り
付
け
る
よ
う
に
描
き
、
さ
ら
に
そ
の
上
か
ら
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
濃
墨

図 4　聊以寓意帖 第二図
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対
峙
す
る
二
羽
の
鶏
は
一
見
す
る
と
違
い
が
な
い
よ
う
だ
が
、
首
回
り
や
尻
の
羽
を

見
る
と
、
向
か
っ
て
右
の
鶏
は
赤
で
彩
色
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
左
の
鶏
は
緑
で
彩

第
四
図
［
口
絵
4
・
図
6
］
は
、
可
憐
な
花
を
咲
か
せ
る
虎
耳
草
と
、
二
匹
の
蜻
蛉

を
描
く
。
虎
耳
草
の
花
弁
は
桃
色
と
白
の
絵
具
で
あ
ら
わ
し
、
茎
の
先
は
緑
、
根
本

付
近
は
赤
の
絵
具
で
描
く
。
葉
は
濃
淡
二
色
の
緑
の
絵
具
を
用
い
、
葉
脈
は
白
の
絵

具
で
あ
ら
わ
す
。
虎
耳
草
の
上
を
飛
ぶ
蜻
蛉
は
、
体
躯
を
朱
、
羽
を
や
や
桃
色
が

か
っ
た
絵
具
で
描
き
、
眼
と
脚
部
は
墨
を
用
い
る
。

第
五
図
［
図
7
］
は
、
敗
荷
と
鵲
が
描
か
れ
る
。
蓮
葉
は
濃
淡
の
緑
と
水
気
の
多

い
墨
を
用
い
て
あ
ら
わ
さ
れ
、
葉
脈
は
濃
墨
の
細
線
で
描
か
れ
る
。
茎
は
渇
筆
の
墨

を
基
調
に
、
濃
墨
の
点
が
全
体
に
打
た
れ
る
。
蓮
花
は
肥
痩
の
あ
る
柔
ら
か
な
墨
線

で
輪
郭
を
取
り
、
先
端
部
に
桃
色
の
絵
具
を
配
す
る
。
ひ
と
き
わ
高
く
伸
び
る
蓮
の

茎
に
停
ま
り
虚
空
を
見
上
げ
る
鵲
は
、
腹
、
嘴
、
脚
部
に
は
朱
の
絵
具
を
用
い
、
頭

部
と
背
に
は
緑
が
配
さ
れ
る
。

第
六
図
［
図
8
］
は
、
闘
鶏
と
思
し
き
二
羽
の
鶏
と
萱
草
が
描
か
れ
る
。
鶏
は
、

体
躯
を
濃
淡
の
墨
で
没
骨
に
あ
ら
わ
し
、
面
部
の
鶏
冠
や
肉
髯
は
赤
く
彩
色
さ
れ
る
。

図 6　聊以寓意帖 第四図

図 8　聊以寓意帖 第六図図 9　聊以寓意帖 第七図

図 7　聊以寓意帖 第五図
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で
輪
郭
線
の
み
を
も
っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
、
上
部
三
輪
の
花
弁
中
心
部
は
桃
色
で
、
下

部
の
二
輪
は
緑
の
絵
具
で
彩
色
さ
れ
る
。
葉
は
色
調
に
変
化
を
持
た
せ
た
緑
と
褐
色

の
絵
具
で
あ
ら
わ
し
、
背
部
の
石
は
渇
筆
を
基
調
に
描
か
れ
る
。

第
十
図
（
口
絵
5
・
図
12
）
に
描
か
れ
る
蘭
は
、
十
図
の
中
で
唯
一
、
色
彩
を
伴
わ

な
い
白
描
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
蘭
の
花
と
葉
を
モ
デ
リ
ン
グ
す
る
墨
線
は
、
細
勁
な

が
ら
微
妙
な
肥
痩
を
も
っ
て
引
か
れ
、
蘭
の
し
な
や
か
な
質
感
が
表
現
さ
れ
る
。
蘭

の
背
後
の
石
は
、
水
気
の
多
い
墨
点
で
モ
デ
リ
ン
グ
し
、
部
分
的
に
渇
筆
の
墨
線
で

岩
肌
を
あ
ら
わ
す
。

各
図
に
描
か
れ
た
図
様
に
つ
い
て
、
武
田
光
一
氏
は
複
数
の
中
国
画
譜
か
ら
影
響

を
受
け
た
可
能
性
を
挙
げ
て
い
る
［
註
7
］。
こ
の
中
で
も
と
り
わ
け
、
明
時
代
末
期

に
刊
行
さ
れ
た
画
譜
『
図と

絵か
い

宗そ
う

彝い

』
に
掲
載
さ
れ
る
図
像
と
の
関
連
が
顕
著
で
あ
る
。

『
図
絵
宗
彝
』
は
武
林
（
杭
州
）
の
文
人
・
版
元
で
あ
っ
た
楊
爾
曾
が
万
暦
三
十
五
年

（
一
六
〇
七
）
に
発
刊
し
た
総
合
画
譜
で
、
本
書
に
先
行
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
画
薮
』

色
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
表
現
し
て
い
る
。
鶏
の
背
景
に
は
墨
で
石
が
配
さ
れ
、

そ
の
石
か
ら
オ
レ
ン
ジ
の
花
を
咲
か
せ
る
萱
草
が
生
え
て
い
る
。

第
七
図
［
図
9
］
は
、
水
辺
に
群
れ
る
六
羽
の
雁
が
描
か
れ
る
。
雁
は
茶
系
の
絵

具
を
主
体
と
し
て
彩
色
し
た
後
、
墨
点
で
羽
の
模
様
を
あ
ら
わ
し
、
腰
の
あ
た
り
の

羽
の
み
緑
が
用
い
ら
れ
る
。
水
辺
の
土
坡
は
濃
淡
の
墨
が
荒
く
刷
か
れ
、
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
に
草
を
あ
ら
わ
す
緑
の
点
が
打
た
れ
る
。

第
八
図
［
図
10
］
は
、
若
竹
に
乗
る
蟷
螂
が
描
か
れ
る
。
蟷
螂
は
緑
の
絵
具
を
主

体
に
、
背
部
に
赤
い
絵
具
が
塗
り
重
ね
ら
れ
る
。
簡
略
な
筆
致
な
が
ら
、
腹
部
に
は

桃
色
の
絵
具
が
打
た
れ
、
鎌
に
は
墨
で
刺
列
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
な
ど
、
昆
虫
の
微
細

な
部
位
の
描
写
に
も
抜
か
り
が
な
い
。
蟷
螂
が
乗
る
若
竹
は
水
気
を
多
く
含
ん
だ
緑

の
絵
具
を
主
体
に
描
か
れ
、
伸
び
る
若
い
筍
は
、
茶
の
絵
具
を
用
い
、
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
に
墨
点
が
打
た
れ
る
。

第
九
図
［
図
11
］
は
、
岩
を
割
っ
て
生
え
る
菊
を
描
く
。
菊
の
花
弁
は
白
の
絵
具

図 10　聊以寓意帖 第八図

図 12　聊以寓意帖 第十図

図 11　聊以寓意帖 第九図
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や
『
八
種
画
譜
』
と
い
っ
た
画
譜
か
ら
の
図
像
の
転
用

が
見
ら
れ
る
。
本
書
は
日
本
に
も
舶
載
さ
れ
て
好
評
を

博
し
、
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
一
）
に
は
江
戸
と
京
都

で
最
初
の
和
刻
本
が
刊
行
さ
れ
、
以
降
三
十
五
年
間
に

三
回
の
和
刻
本
が
出
版
さ
れ
て
い
る
［
註
8
］。

各
図
の
図
様
を
『
図
絵
宗
彝
』
所
掲
の
図
像
と
対
照

さ
せ
て
み
る
と
、
ま
ず
第
六
図
の
鶏
は
、
同
書
巻
六

「
獣
畜
虫
魚
」
中
の
〈
闘
鶏
〉
と
極
め
て
近
い
図
様
を

呈
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
［
図
13
］。
ま
た
第
十
図
に

図 13　『図絵宗彝』巻六〈闘鶏〉

図 15　『図絵宗彝』巻六〈蚕・桑樹・桑椹〉

図 14　『図絵宗彝』巻五〈蘭傍用〉

図 17　『図絵宗彝』巻六〈蘆雁〉

図 16　『図絵宗彝』巻五〈微雨〉

描
か
れ
る
石
の
形
状
は
、
巻
五
「
五
蘭
花
」
の
〈
蘭
傍
用
〉
中
の
石
と
よ
く
近
似
す

る
［
図
14
］。
こ
の
ほ
か
、
図
像
の
直
接
的
な
転
用
と
は
い
い
難
い
も
の
の
、
第
三
図

の
蚕
は
、
巻
六
〈
蚕
・
桑
樹
・
桑
椹
〉［
図
15
］、
第
四
図
の
蜻
蛉
や
第
八
図
の
蟷
螂
は
、

巻
五
〈
微
雨
〉
に
描
か
れ
る
蜻
蛉
や
蟷
螂
［
図
16
］、
第
七
図
の
雁
は
、
巻
六
〈
蘆
雁
〉

を
参
照
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
［
図
17
］。

こ
の
よ
う
に
中
国
画
譜
に
範
を
と
っ
た
図
像
が
確
認
さ
れ
る
一
方
で
、
本
作
で
は

そ
の
枠
を
超
え
る
表
現
的
特
質
が
見
出
せ
る
点
に
も
注
目
し
た
い
。
例
え
ば
第
四
図

に
見
ら
れ
る
、
中
間
色
を
多
用
し
た
豊
か
な
色
彩
感
覚
や
、
正
面
性
の
強
い
虎
耳
草

の
構
図
は
、「
常
州
草
虫
図
」「
毘
陵
草
虫
図
」
の
通
称
で
知
ら
れ
る
中
国
南
方
の
草

虫
画
か
ら
の
影
響
が
強
く
見
出
さ
れ
る
。
竹
田
は
そ
の
画
業
初
期
よ
り
毘
陵
草
虫
図

に
影
響
を
受
け
た
作
品
を
制
作
し
て
お
り
［
註
9
］、
竹
田
の
中
国
絵
画
学
習
が
こ
の

図
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
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（
竹
田
生
、
衰
病
日
に
臻い

た

り
、
懶ら

ん

慵よ
う

益ま

す
ま
す
加
る
。
苦
辛
の
詩
を
作
ら
ず
、
苦
辛
の
画
を

作
ら
ず
。
我
に
適
す
る
を
取
り
、
人
に
悦
ば
る
る
こ
と
を
求
め
ず
。
意
の
寓
す
る
所
は
、
工

拙
の
間
に
在
ら
ざ
る
な
り
。
竹
下
橋
君
、
才
富
み
、
学
贍ゆ

た

か
に
し
て
、
詩
は
韓
蘇
を
説
き
、

画
は
董
巨
を
論
ず
。
予
の
此
の
言
を
聞
き
、
必
然
、
胡
盧
一
倒
せ
ん
。）

以
上
の
竹
田
跋
の
内
容
よ
り
、
本
作
は
尾
道
の
橋
本
竹ち

く

下か

（
一
七
九
〇
―
一
八
六
二
）

の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
橋
本
竹
下
は
、
諱
は
徳
聴
、

名
は
旋
、
字
は
元
吉
、
通
称
は
吉
兵
衛
、
竹
下
は
そ
の
号
。
尾
道
で
も
最
高
位
の

豪
商
で
あ
っ
た
橋
本
家
の
分
家
・
角
灰
屋
（
加
登
灰
屋
）
の
七
代
当
主
で
あ
る
［
註
10
］。

三
原
藩
の
家
老
職
に
あ
る
川
口
家
に
生
ま
れ
、
六
代
徳
貞
の
養
子
と
な
り
、
徳
貞
が

文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
に
没
し
た
後
、
角
灰
屋
の
当
主
を
襲
っ
た
。

竹
下
は
文
雅
の
人
と
し
て
も
知
ら
れ
、
は
じ
め
郷
里
の
島し

ま

居す
え

実じ
っ
さ
い斎

に
つ
い
て
学
び
、

の
ち
に
福
山
藩
の
儒
学
者
・
菅
茶
山
（
一
七
四
八
―
一
八
二
七
）、
さ
ら
に
は
京
都
で
頼

山
陽
（
一
七
八
〇
―
一
八
三
二
）
の
教
え
を
受
け
た
。

竹
田
が
五
十
九
年
の
人
生
で
尾
道
を
訪
れ
た
の
は
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）、
同

九
年
（
一
八
二
六
）、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
の
三
回
で
あ
る
。
文
政
六
年
一
月
二
十

六
日
、
四
十
七
歳
の
竹
田
は
、
息
子
の
太
一
（
如
仙
、
一
八
〇
八
―
九
六
）
を
小
石
元

瑞
の
医
塾
に
入
門
さ
せ
る
た
め
、
太
一
と
弟
子
の
高
橋
草
坪
（
一
八
〇
四
―
三
五
）
を

伴
い
、
京
へ
の
旅
に
出
た
。
こ
の
旅
の
途
中
に
立
ち
寄
っ
た
尾
道
で
竹
田
は
地
元
の

文
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
た
。
こ
の
際
に
竹
田
は
竹
下
と
面
識
を
持
ち
、
歓
待
を
受

け
て
い
る
。
竹
田
と
竹
下
が
直
接
対
面
し
た
の
は
、
こ
の
後
二
回
の
み
で
は
あ
る
も

の
の
、
書
簡
は
竹
田
の
最
晩
年
に
あ
た
る
天
保
五
年
ま
で
頻
繁
に
や
り
と
り
さ
れ
て

お
り
、
両
者
が
終
生
深
い
親
交
を
保
っ
た
こ
と
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る

［
註
11
］。

一
―
三

　後
跋

図
に
続
い
て
、
作
者
の
竹
田
、
京
都
の
儒
学
者
・
頼
山
陽
、
そ
し
て
大
坂
の
儒
学

者
・
篠
崎
小
竹
に
よ
る
後
跋
が
配
さ
れ
る
。

ま
ず
、
竹
田
の
自
跋
か
ら
見
て
い
こ
う
［
図
18
］。

竹
田
生
衰
病
日
臻
懶
慵
益
加
不

作
苦
辛
之
詩
不
作
苦
辛
之
畫

取
適
於
我
不
求
悅
於
人
意
之
所
寓

不
在
工
拙
閒
也
竹
下
橋
君
才
冨

學
贍
詩
說
韓
蘇
畫
論
董
巨

聞
豫
此
言
必
然
胡
盧
一
倒

竹
田
生
憲

図 18　聊以寓意帖 田能村竹田跋
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チ
ー
フ
で
あ
る
［
註
14
］。
本
作
が
竹
下
の
趣
向
に
沿
う
か
た
ち
で
描
か
れ
た
こ
と
は
、

大
い
に
考
え
ら
れ
よ
う
［
註
15
］。

竹
田
の
跋
に
続
い
て
、
頼
山
陽
の
跋
が
配
さ
れ
る
［
図
19
］。

王
摩
詰
變
鉤
勒
斫
拂
之
法
爲
渲

淡
之
墨
花
卉
翎
毛
蟲
魚
之
有
沒
骨
猶

山
水
之
有
渲
染
也
人
知
山
水
之
有
士

氣
而
不
知
花
卉
亦
有
之
天
機
所
寓

筆
墨
從
之
詩
寫
畫
寫
無
別
也

竹
田
聞
吾
說
必
曰
如
々
是
々

　
　
三
十
六
峰
外
史

（
王
摩
詰
、
鉤こ

う

勒ろ
く

斫し
ゃ
く
ふ
つ

払
の
法
を
変
じ
て
、
渲せ

ん

淡た
ん

の
墨
を
為
す
。
花
卉
翎
毛
虫
魚
に
没も

っ

骨こ
つ

の
有

る
は
、
猶
ほ
山
水
に
渲せ

ん

染せ
ん

の
有
る
が
ご
と
き
な
り
。
人
は
山
水
に
士
気
あ
る
を
知
れ
ど
も
、

花
卉
も
ま
た
こ
れ
有
る
を
知
ら
ず
。
天
機
の
寓
す
る
所
、
筆
墨
こ
れ
に
従
へ
ば
、
詩
の
写
し

画
の
写
す
と
こ
ろ
、
別
無
き
な
り
。
竹
田
吾
が
説
を
聞
か
ば
、
必
ず
如に

ょ

々に
ょ

是ぜ

ぜ々

と
曰
は
ん
。

三
十
六
峰
外
史
）

頼
山
陽
は
、
京
都
で
活
躍
し
た
儒
学
者
。
名
を
襄の

ぼ
る、

字
は
子
成
、
通
称
久
太
郎
、

山
陽
外
史
と
号
す
。
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
に
儒
学
者
・
頼
春
水
の
子
と
し
て
大

坂
に
生
ま
れ
、
生
誕
一
年
後
に
父
春
水
が
芸
州
の
藩
儒
に
召
し
出
さ
れ
る
と
広
島
に

移
る
。
十
八
歳
の
時
に
江
戸
に
一
年
間
遊
学
す
る
も
、
二
十
一
歳
の
時
に
突
如
出
奔
、

結
局
潜
伏
先
の
京
で
見
つ
か
り
連
れ
戻
さ
れ
、
五
年
間
の
謹
慎
生
活
を
送
る
。
謹
慎

を
解
か
れ
た
後
は
、
広
島
藩
学
問
所
の
助
教
に
就
任
、
ま
た
菅
茶
山
の
私
塾
「
廉

塾
」
で
講
師
を
務
め
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
に
は
上
京
し
て
開
塾
。
多
く
の
門

竹
田
の
跋
で
は
、
竹
下
は
「
韓
蘇
」
す
な
わ
ち
唐
時
代
の
韓
愈
（
七
六
八
―
八
二
四
）

と
、
北
宋
時
代
の
蘇
軾
（
一
〇
三
七
―
一
一
〇
一
）
に
通
暁
し
た
人
物
と
さ
れ
る
。
韓

愈
と
蘇
軾
は
、
竹
下
の
師
で
あ
る
頼
山
陽
が
特
に
重
ん
じ
、
気
に
入
っ
た
詩
を
手
抄

し
て
枕
頭
の
書
と
し
て
い
た
と
さ
れ
る
［
註
12
］。
竹
下
が
こ
の
二
家
に
通
じ
て
い
た

の
も
、
師
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
竹
下
は
、
そ
の
没
後
に
編
ま
れ

た
漢
詩
集
『
竹
下
詩
鈔
』
の
梁
川
星
巌
（
一
七
八
九
―
一
八
五
八
）
序
に
、「
吾
友
備
後

橋
本
元
吉
、
以
豪
俊
之
資
而
写
意
於
風
雅
、
唐
宋
大
家
以
至
近
世
諸
名
人
作
、
無
不

諷
詠
而
温
繹
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
、
高
い
漢
詩
文
の
素
養
を
有
し
て
い
た
［
註
13
］。

こ
う
し
た
竹
下
の
指
向
は
、
本
作
各
図
の
主
題
選
定
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
。
例
え
ば
第
六
図
の
闘
鶏
に
つ
い
て
は
、
韓
愈
が
友
人
の
孟
郊
（
七

五
一
―
八
一
四
）
と
と
も
に
闘
鶏
を
主
題
に
詠
ん
だ
「
闘
鶏
聯
句
」（『
韓
昌
黎
集
』
巻
八
）

を
想
起
さ
せ
よ
う
。
ま
た
第
三
図
の
蚕
に
つ
い
て
も
、
蘇
軾
の
詩
中
に
見
ら
れ
る
モ

図 19　聊以寓意帖 頼山陽跋
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れ
る
の
は
、
山
水
の
渲
淡
と
同
様
で
あ
り
な
が
ら
、
一
般
に
山
水
に
「
士
気
」
が
あ

る
と
さ
れ
る
の
に
対
し
、
花
卉
に
も
こ
れ
（
士
気
）
が
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
な

い
と
述
べ
る
。
そ
し
て
「
天
機
（
天
地
の
秘
密
）」
に
筆
墨
が
従
う
な
ら
ば
、
詩
と
画

そ
れ
ぞ
れ
が
表
現
す
る
も
の
に
は
違
い
が
な
い
と
し
、
竹
田
も
こ
れ
に
は
同
意
す
る

だ
ろ
う
と
説
く
。

山
陽
の
詩
文
に
は
し
ば
し
ば
「
士
気
」「
書
巻
の
気
」
と
い
っ
た
要
素
を
絵
画
の

評
価
基
準
に
置
い
て
い
る
［
註
17
］。「
士
気
」
と
は
士
人
の
気
の
意
で
あ
り
、「
書
巻

の
気
」
と
は
読
書
に
よ
っ
て
発
す
る
気
の
こ
と
で
、
い
ず
れ
も
文
人
的
な
気
質
を
示

す
。
山
陽
は
花
卉
草
虫
を
描
い
た
本
作
に
、
竹
田
の
有
す
る
文
人
画
的
な
気
質
が
に

じ
み
出
て
い
る
と
称
賛
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

山
陽
跋
の
後
に
は
、
篠
崎
小
竹
（
一
七
八
一
―
一
八
五
一
）
に
よ
る
跋
が
記
さ
れ
る

［
図
20
］。竹

田
翁
畫
及
書
皆
如
不
甚
工
而
人
皆
愛

玩
不
能
舍
手
從
遊
之
士
若
草
坪
杏
雨

往
々
精
巧
如
與
翁
相
懸
而
淸
賞
有
不
可

及
者
其
故
何
也
蓋
其
不
可
及
者
在
人
而
不
在

筆
在
品
格
韻
致
而
不
在
工
與
拙
也
古
人

云
九
方
皐
不
以
驪
黃
牝
牡
相
馬
豈
虛
誕
哉

　
辛
丑
六
月

　
小
竹
散
人

（
竹
田
翁
の
画
及
び
書
は
、
皆
な
甚
だ
し
く
は
工
み
な
ら
ざ
る
が
如
き
な
が
ら
、
人
皆
な
愛

玩
し
て
手
を
舎す

つ
能
は
ず
。
従じ

ゅ
う
ゆ
う遊

の
士
、
草そ

う

坪へ
い

・
杏き

ょ
う
う雨

の
若ご

と

き
は
、
往
々
精
巧
な
る
こ
と
翁

と
相
懸
た
る
が
如
き
な
れ
ど
、
清
賞
及
ぶ
べ
か
ら
ざ
る
者
有
り
。
其
の
故
は
何
ぞ
や
。
蓋
し

其
の
及
ぶ
べ
か
ら
ざ
る
者
は
、
人
に
在
り
て
筆
に
在
ら
ず
、
品
格
韻
致
に
在
り
て
工
と
拙
に

下
生
を
教
授
す
る
一
方
で
著
述
に
も
力
を
入
れ
、
文
政
九
年
に
は
史
書
『
日
本
外

史
』
を
完
成
。
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
九
月
二
十
三
日
に
、
五
十
三
歳
で
逝
去
。

先
述
の
と
お
り
、
竹
下
は
京
都
に
出
て
山
陽
に
師
事
し
た
こ
と
が
あ
り
、
両
者
は

そ
の
後
も
親
交
を
結
ん
で
い
る
。
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
に
山
陽
が
尾
道
の
竹

下
邸
に
逗
留
し
た
時
に
は
、
竹
下
に
「
耶
馬
渓
図
巻
」
を
描
い
て
贈
呈
し
て
い
る

［
註
16
］。

本
作
の
山
陽
跋
の
冒
頭
、「
王
摩
詰
、
鉤
勒
斫
払
の
法
を
変
じ
て
、
渲
淡
の
墨
を

為
す
」
と
あ
る
の
は
、
明
時
代
末
期
の
文
人
・
董
其
昌
（
一
五
五
五
―
一
六
三
六
）『
容

台
集
』
の
「
南
宗
則
王
摩
詰
始
用
渲
淡
、
一
変
鉤
斫
之
法
」
に
則
る
も
の
。「
鉤
勒

斫
払
の
法
」
と
は
輪
郭
線
を
用
い
て
対
象
を
モ
デ
リ
ン
グ
す
る
描
法
を
指
し
、
一
方

の
「
渲
淡
」「
渲
染
」
と
は
、
輪
郭
線
を
用
い
ず
、
絵
具
の
濃
淡
で
形
態
を
表
現
す

る
描
法
で
あ
る
。
山
陽
は
、「
花
卉
翎
毛
虫
魚
」
と
い
っ
た
画
題
で
没
骨
が
用
い
ら

図 20　聊以寓意帖 篠崎小竹跋
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は
、
天
保
元
年
（
一
八
三
一
）
に
制
作
さ
れ
た
「
亦
復
一
楽
帖
」（
寧
楽
美
術
館
）
と
の

画
風
の
近
似
か
ら
、
本
作
の
制
作
時
期
も
こ
の
時
期
と
大
き
く
隔
た
ら
な
い
こ
と
が

指
摘
さ
れ
る
。

二
、「
聊
以
寓
意
」
の
典
拠
と
し
て
の
「
宝
絵
堂
記
」

先
述
し
た
と
お
り
、
こ
の
画
帖
の
題
名
「
聊
以
寓
意
」
は
、
竹
田
自
身
に
よ
っ
て

付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
で
は
こ
の
語
は
、
い
っ
た
い
何
を
典
拠
と
し
、
何
を
意

味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
？

飯
島
勇
氏
は
本
作
の
題
名
の
典
拠
に
つ
い
て
、「
聊
以
寓
意
は
中
国
宋
代
の
史
書

『
資
治
通
鑑
』
の
「
聊
以
塞
責
」
の
句
に
関
連
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
」［
註
18
］
と

の
説
を
提
示
す
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
「
聊
以
塞
責
」
の
語
は
、
北
宋
の
文
人
・
司

馬
光
（
一
〇
一
九
―
八
六
）
の
著
し
た
『
資
治
通
鑑
』
で
は
な
く
、
清
・
徐
乾
学
（
一

六
三
二
―
九
四
）
が
編
纂
し
た
『
資
治
通
鑑
後
編
』
巻
一
三
二
に
見
ら
れ
る
も
の
で
、

ど
う
に
か
や
り
く
り
し
て
責
務
を
果
た
す
、
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
。

本
作
の
題
名
の
典
拠
に
つ
い
て
は
、
飯
島
氏
が
提
示
し
た
説
以
降
、
深
く
検
討
さ

れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
改
め
て
こ
の
語
に
つ
い
て
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
北

宋
の
文
人
・
蘇
軾
（
一
〇
三
七
―
一
一
〇
一
）
の
「
宝
絵
堂
記
」
の
中
に
、
こ
れ
と
全

く
同
じ
語
が
見
出
さ
れ
た
こ
と
よ
り
、
竹
田
は
こ
の
文
を
参
照
し
た
も
の
で
あ
る
と

見
な
す
の
が
よ
り
適
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

君
子
可
以
寓
意
於
物
、
而
不
可
以
留
意
於
物
。
寓
意
於
物
、
雖
微
物
足
以
爲
樂
、

雖
尤
物
不
足
以
爲
病
。
留
意
于
物
、
雖
微
物
足
以
爲
病
、
雖
尤
物
不
足
以
爲
樂
。

老
子
曰
「
五
色
令
人
目
盲
、
五
音
令
人
耳
聾
、
五
味
令
人
口
爽
、
馳
騁
田
獵
令

在
ら
ざ
る
な
り
。
古
人
云
は
く
、
九き

ゅ
う
ほ
う
こ
う

方
皐
は
驪り

黄こ
う

牝ひ
ん

牡ぼ

を
以
て
馬
を
相み

ず
と
。
豈あ

に
虚き

ょ

誕た
ん

な

ら
ん
や
。
辛
丑
六
月

　
小
竹
散
人
）

篠
崎
小
竹
は
大
坂
の
儒
学
者
。
名
を
弼た

す
く、

字
は
承
弼
、
小
竹
と
号
す
。
医
者
・
加

藤
周
貞
の
子
と
し
て
大
坂
に
生
ま
れ
、
十
三
歳
で
儒
学
者
・
篠
崎
三
島
の
養
子
と
な

る
。小

竹
は
こ
の
跋
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
竹
田
の
画
や
書
は
決
し
て
工
み
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
が
、
人
々
は
こ
れ
を
愛
蔵
し
て
い
る
。
竹
田
の
弟
子
で
あ
る
高
橋

草
坪
（
一
八
〇
四
―
三
五
）
や
帆
足
杏
雨
（
一
八
一
〇
―
八
四
）
な
ど
は
、
技
巧
的
に
は

師
の
竹
田
に
勝
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
作
品
の
味
わ
い
に
つ
い
て
は
、
竹
田
に

及
ぶ
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
小
竹
は
、
そ
の
作
品
は
人
に
あ
っ
て
筆
で

は
な
く
、
品
格
に
あ
っ
て
巧
拙
に
依
る
も
の
で
は
な
い
の
だ
と
説
く
。
こ
れ
は
竹
田

自
跋
中
の
「
意
の
寓
す
る
所
は
、
工
拙
の
間
に
在
ら
ざ
る
な
り
」
を
受
け
て
の
も
の

で
あ
ろ
う
。
そ
の
う
え
で
、
中
国
古
代
の
相
馬
の
名
手
・
九
方
皐
が
前
評
判
や
外
見

で
馬
を
判
断
し
な
か
っ
た
逸
話
を
引
き
、
こ
れ
が
誇
張
で
は
な
い
と
述
べ
る
。
年

記
に
よ
れ
ば
小
竹
跋
は
、
辛
丑
年
（
天
保
十
二
年
＝
一
八
四
一
）
に
着
さ
れ
た
も
の
で
、

す
で
に
山
陽
・
竹
田
と
も
に
没
し
た
後
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

題
字
を
書
い
た
元
瑞
、
跋
を
書
い
た
山
陽
・
小
竹
い
ず
れ
も
が
、
竹
田
と
深
い
交

流
を
結
ん
で
い
た
京
坂
の
文
人
た
ち
で
あ
る
。
ま
た
山
陽
は
、
先
述
の
と
お
り
竹
下

が
師
事
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
深
い
関
係
が
う
か
が
わ
れ
る
。

本
作
に
は
絵
画
、
竹
田
・
山
陽
の
跋
と
も
に
年
記
が
な
い
た
め
、
作
品
よ
り
精
確

な
制
作
時
期
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
中
で
も
最
も
早
く
に
卒
し

た
山
陽
の
没
年
（
天
保
三
年
＝
一
八
三
二
）
が
制
作
時
期
の
下
限
と
な
る
。
ま
た
本
作
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を
物
に
寄
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、「
微
物
（
取
る
に
足
り
な
い
も
の
）」
で
あ
っ
て
も
楽
し

み
と
す
る
に
足
り
、「
尤
物
（
す
ぐ
れ
た
も
の
）」
で
あ
っ
て
も
耽
溺
す
る
も
の
で
は
な

い
。
一
方
で
、
心
を
物
に
固
執
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
微
物
に
も
耽
溺
し
、
尤
物
で

あ
っ
て
も
楽
し
み
と
す
る
に
足
り
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、『
老
子
』
第
十

二
章
で
説
か
れ
る
と
こ
ろ
の
、
五
色
・
五
音
・
五
味
・
馳
騁
田
猟
（
馬
を
走
ら
せ
、
狩

り
を
す
る
こ
と
）
と
い
っ
た
物
質
的
な
快
楽
が
、
い
か
に
人
を
惑
わ
せ
、
狂
わ
せ
る
の

か
と
い
う
一
節
を
引
い
た
う
え
で
、
と
は
い
え
聖
人
が
こ
う
し
た
快
楽
を
廃
さ
な
い

の
は
、
彼
ら
が
少
し
ば
か
り
心
を
物
に
寄
せ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
ら
な
の
だ
、

と
す
る
。
す
な
わ
ち
本
作
に
付
け
ら
れ
た
「
聊
以
寓
意
」
と
い
う
画
題
の
意
味
は
、

「
少
し
ば
か
り
心
を
物
（
絵
画
）
に
寄
せ
る
」
と
い
っ
た
ほ
ど
の
意
味
で
あ
る
と
判
断

す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

三
、
画
題
に
込
め
ら
れ
た
意
図

以
上
で
は
本
作
の
画
題
「
聊
以
寓
意
」
の
出
典
が
「
宝
絵
堂
記
」
に
あ
る
こ
と
を

示
し
た
が
、
で
は
な
ぜ
竹
田
は
本
作
に
こ
の
題
を
つ
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
？

　
以
下

で
は
竹
田
の
意
図
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

ま
ず
想
定
さ
れ
る
の
は
、
竹
田
は
こ
の
画
題
を
も
っ
て
、
竹
下
を
王
詵
に
擬
え
る

意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
先
述
の
と
お
り
王
詵
は
美

術
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
る
が
、
竹
下
も
ま
た
、
そ
の
有
り
余

る
財
力
を
駆
使
し
て
中
国
書
画
を
熱
心
に
蒐
集
し
て
お
り
、
師
の
山
陽
も
、
竹
下
に

中
国
絵
画
の
斡
旋
を
行
っ
て
い
た
。
竹
下
所
蔵
の
中
国
絵
画
の
中
で
も
、
黄
晋
良

（
一
六
一
五
―
八
九
）「
雲
屋
山
水
図
」、
黄
調
「
春
山
出
霧
図
」、
そ
し
て
本
稿
で
後
に

詳
述
す
る
名
古
屋
の
豪
商
・
内
田
蘭
渚
旧
蔵
の
施
溥
「
倣
董
北
苑
山
水
図
」
な
ど
が
、

人
心
發
狂
。」
然
聖
人
未
嘗
廢
此
四
者
、
亦
聊
以
寓
意
焉
耳
。（
後
略
）

（
君
子
は
以
て
意
を
物
に
寓
す
べ
き
も
、
以
て
意
を
物
に
留
む
べ
か
ら
ず
。
意
を
物
に
寓
す

れ
ば
、
微び

物ぶ
つ

と
雖い

へ
ども

以
て
楽
し
み
と
為
す
に
足
り
、
尤ゆ

う

物ぶ
つ

と
雖
も
以
て
病
と
為
す
に
足
ら
ず
。

意
を
物
に
留
む
れ
ば
、
微
物
と
雖
も
以
て
病
と
為
す
に
足
り
、
尤
物
と
雖
も
以
て
楽
し
み
と

為
す
に
足
ら
ず
。
老
子
に
曰
く
、「
五
色
は
人
の
目
を
し
て
盲
な
ら
し
め
、
五
音
は
人
の
耳

を
し
て
聾
な
ら
し
め
、
五
味
は
人
の
口
を
し
て
爽
は
し
め
、
馳
騁
田
猟
は
人
の
心
を
し
て
発

狂
さ
せ
し
む
」
と
。
然
る
に
聖
人
の
未
だ
嘗
つ
て
此
の
四
者
を
廃
さ
ざ
る
は
、
亦
た
聊い

さ
さか

意

を
寓
す
る
を
以
て
の
み
。）［
註
19
］

「
宝
絵
堂
記
」
は
、
煕
寧
十
年
（
一
〇
七
七
）
の
作
で
、
蘇
軾
が
友
人
の
王
詵
（
字

は
晋
卿

　
？
―
一
〇
六
九
―
九
九
―
？
）
の
た
め
に
書
い
た
も
の
。
王
詵
は
北
宋
王
朝
第

六
代
皇
帝
・
神
宗
（
在
位
：
一
〇
六
七
―
八
五
）
の
妹
・
蜀
国
長
公
主
の
婿
と
な
っ
て

駙
馬
都
尉
の
官
を
授
け
ら
れ
、
権
勢
を
ふ
る
っ
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
。
蘇
軾
・

蘇
徹
（
一
〇
三
九
―
一
一
一
二
）
兄
弟
や
、
米
芾
（
一
〇
五
一
―
一
一
〇
七
）、
黄
庭
堅
（
一

〇
四
五
―
一
一
〇
五
）
ら
、
当
代
一
流
の
文
人
た
ち
と
交
流
し
、
彼
ら
を
自
宅
の
西
園

に
招
い
て
催
し
た
と
さ
れ
る
「
西
園
雅
集
」
の
伝
説
は
、
中
国
の
み
な
ら
ず
日
本
に

お
い
て
も
広
く
知
ら
れ
て
い
る
［
註
20
］。

王
詵
は
李
成
風
の
山
水
画
を
よ
く
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
ほ
か
［
註
21
］、
書
画
や

古
器
物
の
蒐
集
家
と
し
て
も
著
名
で
あ
り
、
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
収
蔵
所
を
私
邸

の
東
側
に
建
て
た
。
こ
れ
が
「
宝
絵
堂
」
で
あ
る
［
註
22
］。
宝
絵
堂
の
落
成
に
当
た

り
、
王
詵
が
友
人
の
蘇
軾
に
文
を
求
め
、
そ
れ
に
応
じ
て
書
か
れ
た
の
が
、
こ
の

「
宝
絵
堂
記
」
で
あ
る
［
註
23
］。

上
述
し
た
「
宝
絵
堂
記
」
の
引
用
箇
所
で
、
蘇
軾
は
以
下
の
よ
う
に
説
く
。
君
子

は
心
を
物
に
寄
せ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
心
を
物
に
固
執
す
る
べ
き
で
は
な
い
。
心
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ら
が
用
い
る
文
房
具
や
、
書
画
・
古
器
物
の
売
買
や
交
換
が
し
き
り
に
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
一
方
で
、
こ
う
し
た
書
画
・
器
物
の
蒐
集
活
動
が
活
発
化
す

る
こ
と
に
よ
り
、
た
び
た
び
不
正
が
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
た
。
米
芾
（
一
〇
五
一
―

一
一
〇
七
）
が
、
蔡
攸
（
一
〇
七
七
―
一
一
二
六
）
の
所
蔵
す
る
王
衍
の
書
を
舟
中
で
強

奪
し
た
逸
話
（
曾
敏
行
『
独
醒
雑
志
』
巻
二
）［
註
26
］
や
、
そ
の
子
の
米
友
仁
（
一
〇
七

四
―
一
一
五
三
）
が
、
余
所
か
ら
借
用
し
た
牛
図
の
模
本
を
作
成
し
、
そ
れ
を
返
却
す

る
こ
と
で
真
作
を
掠
め
取
ろ
う
と
し
た
が
、
牛
の
瞳
の
中
に
描
か
れ
た
牧
童
の
姿
ま

で
は
写
し
取
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
企
み
が
露
見
し
た
と
い
う
逸
話
（
周
輝
『
清
波

雑
志
』
巻
五
）［
註
27
］
な
ど
は
、
そ
の
真
偽
は
と
も
あ
れ
、
書
画
や
文
房
具
の
蒐
集
が

苛
烈
を
極
め
て
い
っ
た
当
時
の
状
況
を
象
徴
的
に
示
す
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
中
で
も
特
に
、
駙
馬
都
尉
と
い
う
権
勢
を
笠
に
、
見
境
の
な
い
蒐
集
で

悪
名
を
博
し
て
い
た
の
が
王
詵
で
あ
っ
た
。
前
述
の
と
お
り
美
術
品
蒐
集
に
評
判
の

良
く
な
か
っ
た
米
芾
に
し
て
も
王
詵
か
ら
は
被
害
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
著
作
『
画

史
』
に
お
い
て
、
自
身
が
所
蔵
す
る
易
元
吉
の
画
［
註
28
］
や
、
蘇
軾
よ
り
米
芾
に

贈
ら
れ
た
竹
石
図
［
註
29
］
が
、
王
詵
に
借
り
受
け
ら
れ
た
ま
ま
返
却
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

王
詵
の
た
め
に
「
宝
絵
堂
記
」
を
書
い
た
蘇
軾
も
ま
た
、
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
狙
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
中
で
も
特
に
著
名
な
逸
話
が
、「
仇
池
石
」
に
関
す
る
も

の
で
あ
る
。
仇
池
石
は
蘇
軾
が
所
蔵
す
る
名
石
で
、「
希
代
の
宝
」
と
し
て
い
た
が
、

王
詵
は
こ
れ
を
借
覧
す
る
と
い
う
名
目
で
蘇
軾
か
ら
強
奪
し
よ
う
と
試
み
た
。
こ
れ

に
対
し
て
蘇
軾
は
、
こ
の
石
が
自
身
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ

と
を
訴
え
る
詩
を
送
り
、
王
詵
の
企
み
を
未
然
に
防
ご
う
と
し
た
の
で
あ
る
（「
僕
所

藏
仇
池
石
希
代
之
寶
也
王
晉
卿
以
小
詩
借
觀
、
意
在
於
奪
僕
不
敢
不
借
然
以
此
詩
先
之
」『
蘇
軾

集
』
巻
二
十
一
）［
註
30
］。

竹
下
が
所
蔵
す
る
中
国
絵
画
の
名
品
と
し
て
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
た
［
註
24
］。

ま
た
、「
茶さ

園え
ん

」
と
の
関
連
も
想
定
さ
れ
よ
う
。
茶
園
と
は
、
尾
道
の
豪
商
ら
が

風
光
明
媚
な
地
に
築
い
た
別
業
の
こ
と
。
竹
下
は
元
禄
年
間
に
埋
め
立
て
ら
れ
た
宮

崎
、
久
保
新
開
の
防
地
川
沿
い
に
「
爽そ

う

籟ら
い

軒け
ん

」
と
称
す
る
茶
園
を
擁
し
、
そ
こ
を
文

人
た
ち
と
の
交
流
の
場
と
し
て
い
た
［
註
25
］。
こ
う
し
た
文
雅
の
場
は
、
王
詵
が
築

い
た
宝
絵
堂
や
、
有
名
な
雅
集
の
舞
台
で
あ
る
西
園
と
も
重
な
る
も
の
と
受
け
止
め

ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
本
作
と
「
宝
絵
堂
記
」
の
記
述
を
対
照
さ
せ
る
と
、「
微
物
」
と
い

う
キ
ー
ワ
ー
ド
も
浮
か
び
上
が
る
。
先
述
の
と
お
り
「
宝
絵
堂
記
」
で
蘇
軾
は
、
心

を
物
に
寄
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、
微
物
で
あ
っ
て
も
楽
し
み
と
す
る
に
足
る
と
説
く
。

こ
こ
で
言
及
さ
れ
る
「
微
物
」
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
作
品
で
あ
る
の
か
は
判
然

と
し
な
い
が
、
大
作
に
対
す
る
小
品
と
も
受
け
止
め
ら
れ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
本
作

の
よ
う
な
ご
く
さ
さ
や
か
な
画
帖
の
形
式
で
、
さ
ら
に
は
虫
・
鳥
・
水
棲
生
物
と

い
っ
た
微
細
な
モ
チ
ー
フ
が
中
心
的
に
描
か
れ
た
作
品
は
、
ま
さ
に
蘇
軾
が
説
く
と

こ
ろ
の
「
微
物
」
に
該
当
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
本
作
は
大
作
の
巨
幅
で
は
な
く
、

さ
ら
に
は
山
陽
が
述
べ
る
よ
う
に
、「
士
気
」
を
こ
と
さ
ら
に
前
景
化
さ
せ
た
山
水

画
で
も
な
い
が
、「
聊
か
意
を
寓
す
る
を
以
」
て
す
る
に
足
る
「
微
物
」
な
の
で
あ

る
。竹

田
が
本
作
に
「
聊
以
寓
意
」
の
名
を
付
け
た
こ
と
に
は
以
上
の
よ
う
な
理
由
が

想
起
さ
れ
る
が
、「
宝
絵
堂
記
」
成
立
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
、
本
作
成
立
当
時
の
状

況
を
よ
り
深
く
検
討
・
対
照
す
れ
ば
、
さ
ら
な
る
名
づ
け
の
理
由
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

蘇
軾
の
活
動
し
た
北
宋
時
代
後
期
に
お
い
て
は
、
文
人
社
会
の
成
熟
に
よ
り
、
彼
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師
友
画
録
』
に
、「（
春
琴
は
）
書
画
金
石
諸
古
玩
を
鑑
別
す
る
こ
と
固も

と

よ
り
精
確
な

り
。
其
の
購
求
す
る
所
、
山
陽
・
雲
華
二
公
と
相
ひ
犄
觕

（
マ
マ
）し

、
数し

ば

々し
ば

其
の
右
に
出
づ
。

善
賈
と
称
さ
る
る
有
眼
の
者
、
咸み

な

心
折
す
」［
註
31
］
と
あ
る
よ
う
に
古
美
術
品
の
鑑

定
に
長
け
、
自
身
も
名
品
を
入
手
す
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
た
。
春
琴
が
天
保
元

年
（
一
八
三
〇
）
に
著
し
た
蔵
品
録
『
睡
庵
清
秘
録
』
に
は
、
父
・
玉
堂
よ
り
受
け

継
い
だ
李
珩
の
「
山
水
画
帖
（
腕
底
煙
霞
帖
）」
を
筆
頭
に
、
薛
素
君
「
墨
花
折
枝
巻
」

や
、
姜
鎣
如
「
長
松
拱
寿
図
」、
何
驤
逵
「
春
江
晴
嶂
袖
巻
」
と
い
っ
た
明
清
画
を

春
琴
が
所
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

竹
田
の
友
人
で
竹
下
の
師
で
あ
っ
た
山
陽
も
ま
た
、
中
国
書
画
の
蒐
集
に
は
異
常

な
ほ
ど
の
情
熱
を
傾
け
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
で
も
特
に

山
陽
が
重
ん
じ
た
の
が
、
蕭
雲
従
「
山
水
横
巻
」
と
、
盛
茂
燁
「
石
湖
暮
色
図
」
で

あ
る
。
こ
れ
ら
は
と
も
に
文
政
元
年
の
九
州
漫
遊
の
折
に
山
陽
が
入
手
し
た
も
の
で
、

蕭
雲
従
画
は
山
陽
自
身
「
西
遊
の
第
一
獲
も
の
」［
註
32
］
と
称
す
る
も
の
で
、
盛
茂

燁
画
は
博
多
の
豪
商
松
永
子
登
（
一
七
八
二
―
一
八
四
八
）
の
手
引
き
に
よ
っ
て
入
手

し
た
秘
蔵
の
一
作
で
あ
っ
た
［
註
33
］。

こ
う
し
た
中
で
、
書
画
の
蒐
集
を
め
ぐ
っ
て
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
こ
と
も
少
な

か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
無
理
筋
を
通
し
た
の
が
山
陽
で

あ
っ
た
。
特
に
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
竹
下
が
入
手
し
た
施
溥
の
画
作
を
、
山

陽
が
強
奪
し
よ
う
と
し
た
事
件
で
あ
る
［
註
34
］。

施
溥
は
『
図
絵
宝
鑑
続
纂
』
中
に
そ
の
伝
記
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
康
熙

年
間
（
一
六
六
二
―
一
七
二
二
）
に
活
動
し
た
浙
江
の
画
家
で
、
山
水
は
呉
鎮
・
倪
瓚

を
模
し
、
墨
蘭
竹
石
も
ま
た
古
勁
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
施
溥
が
描
い
た
「
倣
董

北
苑
山
水
図
」
は
、
も
と
も
と
名
古
屋
の
豪
商
・
内
田
蘭
渚
（
一
七
四
七
―
一
八
三
三
）

が
所
蔵
し
て
い
た
も
の
と
し
て
つ
と
よ
り
盛
名
を
馳
せ
て
お
り
、
春
琴
に
よ
る
模
写

「
宝
絵
堂
記
」
に
お
い
て
蘇
軾
は
、
鍾
繇
（
一
五
一
―
二
三
〇
）、
孝
武
帝
（
四
三
〇

―
六
四
）、
王
僧
虔
（
四
二
五
―
八
五
）、
桓
玄
（
三
六
九
―
四
〇
四
）、
王
涯
（
？
―
八
三

五
）
と
い
っ
た
者
た
ち
は
書
画
に
心
を
囚
わ
れ
た
が
た
め
に
禍
を
被
っ
て
お
り
、
蘇

軾
自
身
も
若
い
時
に
富
貴
や
死
生
よ
り
も
書
画
を
重
ん
じ
る
こ
と
で
、
そ
の
真
の
心

を
失
っ
て
し
ま
っ
た
と
反
省
の
弁
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
王
詵
に
対
し
て

「
庶

こ
ひ
ね
が
わ
く

幾
は
其
の
楽
し
み
を
全
う
し
て
其
の
病
を
遠
け
ん
な
り
」
と
説
く
の
で
あ
る
。

こ
の
「
病
」
が
、
王
詵
の
果
て
し
な
い
蒐
集
欲
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
い
う

ま
で
も
な
い
。「
聖
人
の
未
だ
嘗
つ
て
此
の
四
者
を
廃
さ
ざ
る
は
、
亦
た
聊
か
意
を

寓
す
る
を
以
て
の
み
」
と
い
う
語
が
い
み
じ
く
も
説
く
よ
う
に
、
君
子
た
る
も
の
物

質
的
な
快
楽
を
排
す
る
こ
と
ま
で
は
せ
ぬ
ま
で
も
、
そ
れ
は
精
神
を
物
に
託
す
程
度

の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
も
の
自
体
に
執
着
す
る
こ
と
は
固
く
慎
ま
ね
ば
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。

「
宝
絵
堂
記
」
成
立
の
背
景
に
存
在
す
る
以
上
の
よ
う
な
含
意
を
理
解
し
た
う
え

で
、
竹
田
が
本
作
を
制
作
し
た
当
時
の
状
況
を
見
て
い
く
と
、
竹
田
周
辺
の
状
況
が
、

意
外
な
ほ
ど
北
宋
末
期
の
文
人
社
会
に
相
似
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
江
戸
時
代

後
期
に
は
、
文
人
趣
味
の
高
ま
り
と
、
長
崎
を
経
て
請
来
さ
れ
た
中
国
書
画
の
流
通

に
伴
い
、
そ
れ
ら
の
蒐
集
、
展
観
、
臨
模
が
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
竹

田
の
周
辺
に
お
い
て
も
こ
う
し
た
動
向
は
同
様
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中

で
も
特
に
中
国
書
画
の
蒐
集
に
熱
心
だ
っ
た
の
が
、
浦
上
春
琴
（
一
七
七
九
―
一
八
四

六
）、
橋
本
竹
下
、
そ
し
て
頼
山
陽
で
あ
っ
た
。

浦
上
春
琴
は
浦
上
玉
堂
（
一
七
四
五
―
一
八
二
〇
）
の
長
子
で
、
父
の
脱
藩
に
従
っ

て
諸
国
を
放
浪
し
た
後
、
京
都
で
活
躍
し
、
山
陽
や
竹
田
と
も
親
交
を
持
っ
た
。
在

世
時
は
父
を
凌
ぐ
人
気
画
家
で
あ
っ
た
春
琴
は
、
一
方
で
竹
田
の
交
遊
録
『
竹
田
荘
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も
伝
わ
る
［
註
35
］。

こ
の
画
を
所
望
し
て
い
た
竹
下
は
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）、
画
の
代
金
三
十
五

両
の
為
替
を
仲
介
者
の
浦
上
春
琴
に
送
っ
て
画
を
受
け
取
ら
せ
、
名
古
屋
か
ら
京
都

に
輸
送
し
た
。
同
年
十
二
月
二
十
六
日
、
画
幅
が
京
都
に
到
着
す
る
と
、
同
好
の
士

ら
は
春
琴
に
鑑
賞
の
機
会
を
迫
り
、
同
月
二
十
七
日
に
、
小
川
那
波
宅
の
座
敷
に
て

展
観
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
展
観
に
参
加
し
た
の
が
、
山
陽
が
設
立
し
た
文
人

結
社
「
笑
社
」
の
同
人
で
あ
っ
た
小
石
元
瑞
、
物も

ず
め
せ
い
ふ

集
西
阜
、
小
田
海か

い

僊せ
ん

（
一
七
八
五

―
一
八
六
二
）、
竹
田
そ
し
て
山
陽
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
展
観
の
場
で
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
。
こ
の
施
溥
画
は
山
陽
も
以

前
よ
り
入
手
を
強
く
希
望
し
て
い
た
作
品
で
、
展
観
当
日
の
早
朝
に
山
陽
は
、
預
金

か
ら
現
金
三
十
五
両
を
引
き
落
と
し
、
展
観
の
席
で
こ
の
金
を
春
琴
の
懐
に
ね
じ
込

ん
で
、
画
幅
を
横
取
り
し
よ
う
と
し
た
。
元
瑞
、
竹
田
ら
同
席
の
面
々
は
、
山
陽

の
暴
挙
に
割
っ
て
入
っ
て
こ
れ
を
仲
裁
し
た
が
、
押
し
問
答
と
な
り
埒
が
明
か
な

い
。
さ
ら
に
は
山
陽
と
竹
下
が
「
絶
交
に
も
可
相
成
勢
」
と
な
る
に
及
び
、
ひ
と
ま

ず
元
瑞
が
山
陽
持
参
の
現
金
を
保
管
し
、
画
幅
は
そ
の
ま
ま
春
琴
の
預
か
り
と
な
っ

た
。
年
が
明
け
た
文
政
七
年
（
一
八
三
三
）
に
は
、
山
陽
か
ら
竹
下
へ
、
自
身
の
所

蔵
す
る
中
で
も
特
に
名
品
の
誉
れ
高
い
倪
元
璐
「
五
律
律
詩
」、
呉
已
「
浅
絳
山
水

図
」、
盛
茂
燁
「
石
湖
暮
色
図
」
の
ほ
か
で
あ
れ
ば
、
何
幅
と
で
も
交
換
に
応
じ
る

な
ど
と
い
う
書
簡
を
送
り
、
ど
う
に
か
し
て
こ
の
画
を
自
身
の
所
有
に
し
よ
う
と
す

る
が
、
当
然
な
が
ら
竹
下
は
応
じ
ず
、
結
局
山
陽
の
願
い
が
か
な
え
ら
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。

山
陽
は
後
に
、
こ
の
画
に
題
を
着
す
る
に
あ
た
っ
て
、「
水
墨
淋
漓
、
蓋
し
匹
罕

の
物
な
り
」
と
賛
辞
を
送
り
な
が
ら
も
、「
恨
む
所
は
書
巻
の
気
少
な
く
、
又
た
意

を
用
ふ
る
こ
と
率
略
な
り
。
恐
ら
く
は
是
れ
数
幅
を
聯
作
し
た
る
の
一
に
し
て
、
独

軸
に
は
非
ざ
ら
ん
。
余
、
こ
れ
を
奪
は
ん
と
欲
せ
し
が
、
此
の
意
を
見
る
に
及
ん
で

乃
ち
止
む
」
と
、
こ
の
作
品
に
は
「
書
巻
の
気
」
が
少
な
く
、
お
そ
ら
く
は
連
作
の

一
幅
で
あ
る
の
で
、
自
分
が
こ
の
画
を
奪
わ
な
か
っ
た
の
は
意
図
し
て
の
こ
と
で
あ

る
、
な
ど
と
負
け
惜
し
み
と
も
取
れ
る
言
葉
を
残
し
て
い
る
［
註
36
］。

山
陽
と
竹
下
の
間
で
発
生
し
た
こ
の
椿
事
を
踏
ま
え
た
う
え
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、

施
溥
画
の
強
奪
未
遂
事
件
よ
り
お
よ
そ
七
年
後
の
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
三
月
頃
に
、

竹
田
が
竹
下
に
宛
て
た
書
簡
中
に
見
え
る
以
下
の
記
述
で
あ
る
。

（
前
略
）
比
頃
為
人
写
一
画
冊
候
処
、
山
陽
兄
書
跋
語
、
此
を
横
取
し
て
、
其
語

云
、
奪
人
之
有
。
而
為
己
之
有
云
々
、
篠
兄
其
首
ニ
随
処
楽
地
之
四
字
ヲ
被
録

候
而
、
序
も
出
来
候
。
拙
画
な
が
ら
お
か
し
き
物
ニ
ナ
リ
申
候
。
去
月
天
王
寺

の
桃
山
、
盛
ニ
参
候
、
三
絶
句
を
作
ル
、
最
初
之
一
詩
、
録
於
左
。

問
春
偶
過
夕
陽
間
。
桃
不
作
源
唯
作
山
。
却
恐
花
間
人
雑
沓
。
遠
従
花
外

問
春
廻
。

　
後
二
首
、
此
通
の
愚
作
ゆ
へ
不
二
録
呈
。

御
見
舞
御
恵
、
毎
度
之
義
、
難
有
奉
存
候
、
謹
領
拝
納
仕
候
。
拙
画
呈
度
奉
存

候
へ
共
何
分
出
来
合
不
申
候
、
敢
俟
他
日
候
。
小
絹
一
紙
御
遣
、
画
貼

（
マ
マ
）認

候
様
、

則
呈
笑
政
候
、
や
ゝ
明
人
仕
込
の
画
帖
ニ
似
て
、
見
苦
し
く
候
へ
共
、
併
呈
候
。

山
陽
兄
月
瀬
看
梅
、
頻
ニ
さ
そ
ハ
れ
候
へ
共
、
遂
不
果
約
候
。（
後
略
）［
註
37
］

こ
の
書
簡
の
主
題
は
、
病
気
療
養
中
の
竹
田
に
竹
下
か
ら
見
舞
い
が
な
さ
れ
、
そ

れ
の
返
礼
と
し
て
画
帖
を
竹
下
の
た
め
に
制
作
し
た
こ
と
で
あ
る
。「
小
絹
一
紙
御

遣
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
竹
下
は
見
舞
い
と
並
行
し
て
竹
田
に
絵
画
制
作
の
依
頼

も
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
画
帖
が
本
作
で
あ
る
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
す
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［
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お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
本
作
の
題
名
「
聊
以
寓
意
」
が
、「
宝
絵
堂
記
」
を
典
拠
と
す
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
、
竹
田
周
辺
に
お
い
て
過
熱
す
る
書
画
蒐
集
を
戒
め
る
意
図
が
込

め
ら
れ
て
い
る
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
た
。
こ
こ
で
竹
田
に
よ
っ
て
槍
玉
に
挙
げ
ら

れ
る
の
は
、
ひ
と
り
山
陽
の
み
で
は
な
い
。
金
に
あ
か
せ
て
中
国
書
画
を
買
い
あ
さ

る
竹
下
も
ま
た
、「
尤
物
」
を
得
る
た
め
に
汲
々
と
す
る
人
々
の
う
ち
の
ひ
と
り
で

あ
る
。
竹
下
に
と
っ
て
も
こ
の
含
意
は
、
耳
の
痛
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

竹
田
の
こ
う
し
た
皮
肉
や
当
て
こ
す
り
は
、
逆
説
的
な
が
ら
、
本
作
が
竹
下
と
の

深
い
親
交
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
の

意
味
に
お
い
て
も
本
作
は
、
交
友
関
係
の
中
で
多
く
の
作
品
が
描
か
れ
た
竹
田
晩
年

期
を
象
徴
す
る
作
例
の
ひ
と
つ
と
も
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

註
1
�
宗
像
晋
作
「
田
能
村
竹
田
筆
「
梅
花
書
屋
図
」
に
つ
い
て
」（『
出
光
美
術
館
研
究
紀
要
』

第
十
二
号
、
二
〇
〇
六
年
）。
湯
谷
祐
三
「
雲
華
上
人
と
の
交
流
と
田
能
村
竹
田
の
画
業
」

（『
名
古
屋
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
』
第
四
十
九
号
、
二
〇
一
五
年
）。
拙
稿
「
田

能
村
竹
田
筆
「
村
居
暁
起
図
」
の
成
立
背
景
」（『
出
光
美
術
館
研
究
紀
要
』
第
二
十
二
号
、

二
〇
一
六
年
）。
拙
稿
「
田
能
村
竹
田
筆
「
雲
仙
岳
図
」
の
成
立
背
景
」（『
出
光
美
術
館

研
究
紀
要
』
第
二
十
九
号
、
二
〇
二
三
年
）。

註
2
�
荒
木
正
見
「
田
能
村
竹
田
「
瘞
紅
碑
（
え
い
こ
う
の
ひ
）」
の
場
所
論
的
分
析
」（『
地
域

文
化
研
究
：
地
域
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
十
七
号
、
二
〇
〇
二
年
）。
高
橋
博
己
「
瀬
戸

内
を
行
く
田
能
村
竹
田
（
上
・
下
）」（『
出
光
美
術
館
館
報
』
第
一
三
〇
・
一
三
一
号
、

二
〇
〇
五
年
）。
宗
像
晋
作
「
田
能
村
竹
田
の
足
跡

　
尾
道
」（『
出
光
美
術
館
館
報
』
第

一
三
二
号
、
二
〇
〇
五
年
）。
賴
多
万
「
瘞
紅
碑
（
え
い
こ
う
の
ひ
）
解
読
―
尾
道
千
光

寺
」（『
中
國
中
世
文
學
會
』
第
六
十
三
―
六
十
四
号
、
二
〇
一
四
年
）。

註
3
�「
聊
以
寓
意
帖
」
に
関
す
る
言
及
は
、
主
に
下
記
を
参
照
。
竹
内
尚
次
「
木
幡
本
竹
田
聊

以
寓
意
画
帖
に
つ
い
て
」（『M

useum

』
一
二
一
、
一
九
六
一
年
）。
佐
々
木
剛
三
「
聊

で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
［
註
38
］。
実
際
の
と
こ
ろ
、
こ
の
画
帖
が
「
小
絹
」
に
描
か

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
本
作
が
絹
本
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
と
合
致
し
、
ま
た

そ
の
画
風
が
「
や
ゝ
明
人
仕
込
」
で
あ
る
と
竹
田
が
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
先
述
の

と
お
り
本
作
が
万
暦
年
間
の
版
本
で
あ
る
『
図
絵
宗
彝
』
を
参
照
し
て
描
か
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
と
矛
盾
し
な
い
。

そ
の
う
え
で
興
味
を
惹
か
れ
る
の
が
、
こ
の
書
簡
の
前
段
に
、
一
見
す
る
と
こ
の

主
題
と
ま
っ
た
く
関
係
な
い
、
山
陽
に
よ
る
「
亦
復
一
楽
帖
」
強
奪
の
顛
末
も
併
記

さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
十
二
月
、
大
坂

の
医
師
・
松
本
酔
古
の
依
頼
に
よ
り
描
か
れ
た
全
十
図
の
画
帖
で
あ
る
。
こ
れ
の
完

成
後
、
竹
田
は
山
陽
に
跋
を
書
か
せ
る
べ
く
こ
の
画
帖
を
持
参
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ

を
こ
と
の
ほ
か
気
に
入
っ
た
山
陽
に
よ
っ
て
「
横
取
」
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

結
局
こ
の
作
品
は
山
陽
の
所
蔵
と
な
り
、
さ
ら
に
三
図
ま
で
も
新
た
に
追
加
し
て
山

陽
に
贈
呈
す
る
こ
と
と
な
っ
た
［
註
39
］。

竹
田
は
竹
下
へ
の
書
中
こ
の
顛
末
を
、「
拙
画
な
が
ら
お
か
し
き
物
ニ
ナ
リ
申
候
」

と
記
す
が
、
問
題
は
、
竹
下
と
は
関
係
の
な
い
「
亦
復
一
楽
帖
」
強
奪
の
顛
末
を
竹

田
が
こ
の
書
簡
に
記
し
た
意
図
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
書
簡
を
読
ん
だ
竹
下
は
、

数
年
前
に
自
身
が
巻
き
込
ま
れ
た
、
山
陽
に
よ
る
施
溥
画
の
強
奪
未
遂
事
件
を
思
い

起
こ
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
見
て
い
け
ば
、
竹
田
が
本
作
に
「
聊
以
寓
意
」
の
名
を
付
け
た
意
図

は
、
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
こ
の
語
が
「
宝
絵
堂
記
」
に
範
を
取
っ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
山
陽
が
ま
さ
に
そ
う
し
た
よ
う
な
「
尤
物
」
に
対
す
る
執
着
を
戒
め
、

「
微
物
」
で
あ
る
本
作
を
愛
で
る
精
神
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
と
い
う
竹
田
の
意
図
を
、

竹
下
は
読
み
取
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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註
13
�
鷹
橋
明
久
「
橋
本
竹
下
『
竹
下
詩
鈔
』
の
序
文
、
跋
文
に
つ
い
て
」（『
尾
道
文
学
談
話
会

会
報
』
第
八
号
、
二
〇
一
八
年
）。

註
14
�
例
え
ば
「
雨
中
遊
天
竺
靈
観
音
院
」（『
東
坡
全
集
』
巻
三
）
や
「
徐
大
正
閑
軒
」（『
東
坡

全
集
』
巻
十
四
）
な
ど
。

註
15
�『
竹
下
詩
鈔
』
に
は
、「
禽
蟲
詩
詠
晉
人
物
」「
禽
虫
絶
句
二
十
七
首
」
な
ど
、
鳥
や
虫
を

主
題
と
し
た
漢
詩
が
見
出
せ
る
。
以
下
を
参
照
。
鷹
橋
明
久
「
橋
本
竹
下
「
禽
蟲
詩
詠
晉

人
物
」
に
つ
い
て
」（『
尾
道
市
立
大
学
芸
術
文
化
学
部
紀
要
』
第
十
七
号
、
二
〇
一
八
年
）。

鷹
橋
明
久
「
橋
本
竹
下
「
禽
虫
絶
句
二
十
七
首
」
訳
注
」（『
尾
道
市
立
大
学
芸
術
文
化
学

部
紀
要
』
第
二
十
一
号
、
二
〇
二
二
年
）。

註
16
�
安
藤
英
男
編
『
頼
山
陽
選
集
3

　
頼
山
陽
文
集
』（
近
藤
出
版
社
、
一
九
八
一
年
、
二
二

八
―
二
四
〇
頁
）。

註
17
�
竹
谷
長
二
郎
『
頼
山
陽
書
画
題
跋
評
釈
』（
明
治
書
院
、
一
九
八
三
年
、
十
―
十
一
頁
）。

註
18
�
前
掲
註
3
「
木
幡
本
竹
田
聊
以
寓
意
画
帖
に
つ
い
て
」
二
四
頁
。

註
19
�
孔
凡
礼
点
校
『
蘇
軾
文
集
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
）。

註
20
�
福
本
雅
一
「
西
園
雅
集
図
を
め
ぐ
っ
て
（
上
・
下
）」（『
学
叢
』
第
十
三
・
十
四
号
、
一

九
九
〇
・
一
九
九
一
年
）。
近
藤
一
成
「
西
園
雅
集
考
―
宋
代
文
人
伝
説
の
誕
生
（
正
・

続
）」（『
史
観
』
第
一
三
九
・
一
四
一
号
、
一
九
九
八
・
一
九
九
九
年
）。
板
倉
聖
哲
「
馬

遠
「
西
園
雅
集
図
巻
」（
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ス
美
術
館
）
の
史
的
位
置
―
虚
構
と
し

て
の
「
西
園
雅
集
」
と
そ
の
絵
画
化
を
め
ぐ
っ
て
」（『
美
術
史
論
叢
』
第
十
六
号
、
一
九

九
九
年
）。

註
21
�
河
野
道
房
「
王
詵
に
つ
い
て
―
二
画
風
併
存
の
問
題
」（『
東
方
學
報
』
第
六
十
二
号
、
一

九
九
〇
年
）。
竹
浪
遠
「
王
詵
「
煙
江
畳
嶂
図
」
に
つ
い
て
―
上
海
博
物
館
所
蔵
・
着
色

本
、
水
墨
本
を
中
心
に
」『
澄
懐
』
第
二
号
、
二
〇
〇
一
年
（
竹
浪
『
唐
宋
山
水
画
研
究
』

中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
五
年
に
再
録
）。

註
22
�
楊
宝
宝
「
王
詵
「
宝
絵
堂
」
蔵
品
之
来
源
考
述
」（『
文
物
鑑
定
与
鍳
賞
』
二
〇
一
七
年
第

十
期
）。

註
23
�
宝
絵
堂
に
つ
い
て
書
か
れ
た
著
作
物
と
し
て
は
、
蘇
轍
に
よ
る
「
王
詵
都
尉
宝
絵
堂
詞
」

（『
欒
城
集
』
巻
七
）
も
知
ら
れ
る
。

註
24
�
竹
下
所
蔵
の
中
国
書
画
に
つ
い
て
は
頼
山
陽
の
書
簡
中
に
確
認
さ
れ
る
。
杉
本
欣
久
「
中

林
竹
洞
の
作
画
と
そ
の
精
神
」（『
古
文
化
研
究
』
第
一
号
、
二
〇
〇
二
年
、
十
一
頁
）。

註
25
�「
尾
道
の
茶
園
建
築
に
お
け
る
近
世
か
ら
近
代
の
変
遷
に
関
す
る
研
究

　
そ
の
1
」（『
日

本
建
築
学
会
中
国
支
部
研
究
報
告
集
』
第
四
十
七
巻
、
二
〇
二
四
年
）。

註
26
�『
歴
代
筆
記
小
説
大
観

　
鉄
囲
山
叢
談
・
独
醒
雑
志
』（
上
海
古
籍
、
二
〇
一
二
年
）。

以
寓
意
帖
」
解
説
（『
日
本
美
術
絵
画
全
集
21

　
木
米
／
竹
田
』
集
英
社
、
一
九
七
七
年
、

一
三
三
―
一
三
四
頁
）。
武
田
光
一
「
聊
以
寓
意
帖
」
解
説
（
小
林
忠
・
河
野
元
昭
監
修

『
江
戸
名
作
画
帖
全
集
Ⅱ

　
文
人
画
2

　
玉
堂
・
竹
田
・
米
山
人
』
一
九
九
三
年
、
駸
々

堂
、
五
八
頁
）。
飯
島
勇
編
『
日
本
の
美
術

　
一
六
五

　
田
能
村
竹
田
』（
至
文
堂
、
一
九

八
〇
年
、
七
八
―
七
九
頁
）。
三
戸
信
惠
「
聊
以
寓
意
帖
」
解
説
（『
古
筆
手
鑑
と
画
帖
の

名
品

　
近
世
日
本
の
ア
ー
ト
・
ア
ル
バ
ム
』
展
図
録
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、
二
〇
〇
一

年
、
一
三
七
―
一
三
八
頁
）。

註
4
�
柯
九
思
の
生
没
年
に
つ
い
て
、
従
来
で
は
一
二
九
〇
年
生
、
一
三
四
三
年
没
と
さ
れ
て
き

た
が
、
一
二
九
八
年
生
、
一
三
五
一
年
没
と
す
る
説
が
近
年
提
示
さ
れ
て
い
る
。
黄
厚
明
、

楊
嫣
「
柯
九
思
生
卒
年
問
題
疏
証
」（『
故
宮
博
物
院
院
刊
』
二
〇
二
三
年
第
十
期
）
を
参

照
。

註
5
�『
中
国
歴
代
書
画
芸
術
論
著
叢
編

　
十
六
冊

　
四
朝
宝
絵
録
』（
中
国
大
百
科
全
書
出
版
社
、

一
九
九
七
年
、
三
六
六
頁
）。

註
6
�
高
明
一
「《
寶
繪
錄
》
─
晚
明
蘇
州
偽
作
古
畫
的
收
藏
著
錄
」（『
故
宮
文
物
月
刊
』
四
二

二
期
、
二
〇
一
八
年
）。
高
明
一
「《
寶
繪
錄
》
所
反
映
晚
明
蘇
州
的
古
畫
收
藏
」（『
故
宮

学
術
季
刊
』
第
三
十
九
巻
第
一
期
、
二
〇
二
一
年
）。J. P. Park, "Art- H

istorical Fiction 
or Fictional A

rt H
istory?: Z

hang Taijie, D
ong Q

ichang, and the Literary M
aking 

of the Past in Early M
odern C

hina," Archives of Asian Art 72 
（2

）, 2022. J. P. Park,  
T

he Forger's C
reed: Reinventing Art H

istory in Early M
odern C

hina, U
niversity of 

C
alifornia Press, 2025.

註
7
�
前
掲
註
3
「
聊
以
寓
意
帖
」
解
説
、
一
六
八
―
一
六
九
頁
。

註
8
�
小
林
宏
光
『
中
国
の
版
画
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The Background of Tanomura Chikuden's 
“Ryōigūi-chō (Album of Fleeting Impression)”

  TANAKA, Den

 “Ryōigūi-chō (Album of Fleeting Impression)" is an album-style work painted by the late Edo 
period artist Tanomura Chikuden (1777–1835) for his friend Hashimoto Chikuka (1790–1862) of 
Onomichi.
 Regarding the origin of the painting’s title word ryōigūi (fleeting impression), it was 
traditionally believed to derived from the Chinese historical text Zizhi Tongjian (Comprehensive 
Mirror to Aid in Government). However, upon renewed scrutiny, it was determined to originate from 
the work Baohuitang Ji (The Hall of Treasured Paintings) by the Northern Song Dynasty scholar Su 
Shi. Baohuitang Ji is an essay by Su Shi about a facility for storing and appreciating paintings built by 
his friend Wang Shen.
 Chikuden likely had three intentions for attributing this essay as the source for the inscription 
on this work. First, to liken Chikuka, an avid painting collector, to Wang Shen, a historically renowned 
art collector.
 Second, to overlay this work—which primarily depicts small motifs like insects, birds, and 
aquatic creatures—with the important term “weiwu” (meaning small and insignificant things) found in 
the Baohuitang Ji.
 Third, to serve as a warning against excessive painting collection. In Baohuitang Ji, Su Shi 
states, “The ruler delights in objects by entrusting his spirit to them, but he does not become attached 
to the objects themselves.” This is an ironic commentary on Wang Zhen, who collected paintings 
without restraint. At the time of this work’s creation, the painting collecting was intensifying among 
Chikuka and Takeda’s circles. Several years prior, a dispute over Chinese paintings had erupted between 
Chikuka and his friend, the Confucian scholar Rai Sanyō. Chikuden was deeply concerned that art 
works could potentially destroy friendships.
 Chikuden concludes that he created this work with the intention of cautioning Chikuka 
against “attachment to things themselves” and of evoking a spirit that cherishes the “weiwu.”
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